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第４４４回定例県議会の開会に当たり、県政運営の所信の一端を申し

述べますとともに、県政の諸課題および令和８年度９月補正予算案の概

要につきまして、ご説明申し上げます。 

 

はじめに、先月２７日からの北陸地方を中心とした大雨について申し

上げます。 

勝山市内において、２４時間雨量が観測史上最大となる３５０ミリに

達するなど、県内各地で記録的な降雨となりました。河川の氾濫や土砂

崩れが発生し、２００棟を超える住家が床上・床下浸水となるなど、多

くの家屋や道路、農地などに被害が生じました。被災されたみなさまに

心からお見舞いを申し上げます。また、富山県、石川県でも甚大な被害

が発生しており、あわせて心よりお見舞いを申し上げます。 

県では、災害対策本部をすみやかに設置し、市町や関係機関と連携し

ながら、県民のみなさまへの情報提供や被害状況の把握に努めるなど、

初動対応に万全を期したところです。今後は、被災された方々が一日も

早く平穏な生活を取り戻せるよう支援を行うとともに、被災した道路や

河川、農地等の早期復旧に全力で取り組んでまいります。 
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次に、７月２８日に発生した熊本県を震源とする最大震度７の地震

や、先月１３日からの千葉県を中心とした大雨により、甚大な被害が発

生しております。亡くなられた方のご冥福を心からお祈り申し上げます

とともに、被災されたみなさまにお見舞いを申し上げます。また、厳し

い環境の下、被災者支援や生活再建、復旧・復興に尽力されている関係

者のみなさまに深く敬意を表します。 

 

次に、北陸新幹線の整備促進について申し上げます。 

７月１５日、与党整備委員会において、小浜・京都ルートの桂川案に

とりまとめられたことを受け、先月５日、北陸新幹線建設促進大会を開

催しました。大会では、満場一致で決議を採択し、京都府・大阪府をは

じめとする沿線の結束を改めて確認するとともに、地方負担の極小化な

ど認可・着工に向けた課題を解決するよう、政府・与党に強く要請した

ところです。 

その後、令和９年度概算要求では、敦賀・新大阪間の新規着工に要す

る経費について、地方の財政負担への配慮も含めた事項要求を行うこと

が示されました。県としては、引き続き、県議会のみなさまをはじめ関
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係者と一致団結して、年末の政府予算案に着工予算が確実に盛り込まれ

るよう、政府・与党に強く働きかけてまいります。 

 

次に、経済・産業振興について申し上げます。 

中東情勢の県内への影響については、燃料油や石油由来の原材料の

供給に改善の動きがみられる一方で、一部では供給制限や仕入れ価格の

高止まりが継続するなど、依然として厳しい状況にあります。県として

は、４月に創設した中東情勢に対応する融資枠をさらに増額するなど、

県内事業者等に対し必要な支援を行うとともに、引き続き、国の動向を

注視しつつ、現場の実情やニーズに沿った対応を進めてまいります。 

 

 物価上昇が続く中、県民生活の向上と地域経済の持続的な成長を実現

するためには、賃上げの流れを確かなものにしていくことが重要です。  

先般、私から、福井地方最低賃金審議会会長および福井労働局長に

対し、積極的な最低賃金の改定を要請するとともに、経済界に対し継続

的な賃上げの実施を求めました。その結果、国の目安額を上回る５９円

の引上げとなり、過去最高となる時給１，１１２円が答申されたこと
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は、人材確保や若者の県内定着、都市部との賃金格差の是正・縮小につ

ながるものと考えております。 

引き続き、価格転嫁の促進や生産性向上に向けた設備投資支援、 

ＤＸ・省力化の推進などを強力に進めるとともに、国の支援制度も活用

しながら、中小企業が安心して賃上げに取り組める環境整備に努めてま

いります。 

 

産業分野におけるＡＸについては、先月２６日、ＡＩ導入に意欲的な

経営者や、ＡＩ関連スタートアップ、企業、専門家等が参画する「ふく

い産業ＡＸコンソーシアム」を設立し、来月５日には、最新のＡＩ活用

事例や今後の展開を共有するキックオフイベントを開催いたします。 

今後は、本コンソーシアムを核として、最新の知見や先端技術の提

供、先進事例の共有、ＡＩ導入に向けた実証支援などを行い、ＡＩを活

用した経営変革「ＡＸ」を推進し、県内企業の生産性向上や新たな価値

創出、産業競争力の強化につなげてまいります。  
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次に、観光誘客について申し上げます。 

恐竜博物館については、現在開催中の特別展「竜脚類～大地を揺るが

した地上最大の生き物～」が大変好評で、過去最速となる開催４７日目

で２０万人を突破しました。「恐竜といえば福井」とのブランド力をさ

らに高めるため、引き続き、戦略的な情報発信に取り組んでまいりま

す。 

 

観光誘客に向けたトップセールスにつきましては、先月２３日に東北

楽天ゴールデンイーグルスの本拠地である仙台のスタジアムにおいて、

また、同２９日には恐竜博物館が特別協力した「ヨコハマ恐竜 展  

２０２６～恐竜の食卓大図鑑～」において、恐竜や食、自然など福井の

魅力を直接ＰＲしてまいりました。 

１１月には東京駅での出向宣伝に私も参加し、越前がにをはじめとす

る福井の秋・冬の魅力を伝え、さらなる誘客拡大につなげてまいりま

す。 
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次に、こども・子育て応援について申し上げます。 

先月２１日、福祉と教育の連携強化に向けて、県と幼児教育や児童

福祉等の有識者で構成する「こども・子育て応援ラウンドテーブル」を

開催し、様々な家庭環境にある親子への伴走支援やこどもの居場所づく

りに取り組む団体のみなさまと意見交換を行いました。 

いただいた現場の声や専門的な知見を踏まえ、引き続き「ふく育推進

チーム」において、一人ひとりのこどもや家庭に寄り添ったきめ細かな

支援を具体化してまいります。 

 

県が支援する市町の全天候型遊び場整備については、先月４日に県内

８か所目となる施設が越前市にオープンし、今週末には高浜町でも９か

所目となる施設が開所します。また、１０月からは、福井県児童科学館

の魅力向上に向けた検討を開始いたします。引き続き、市町と連携しな

がら、こどもたちが安心して遊ぶことのできる環境づくりに取り組んで

まいります。 

 

次に、高齢者福祉について申し上げます。 

高齢者の暮らしの満足度向上に向け、先月２０日、部局連携の「高齢

者グッドライフプロジェクトチーム」を立ち上げました。高齢者のニー

ズや市町の課題を丁寧に把握しながら、買い物や通院時の移動支援、就
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労や地域活動など多様な形で社会とつながり続けられる機会の拡充な

ど、幅広く施策を検討し、安心で便利な暮らしと、生きがいを持って活

躍できる環境づくりに向けた取組みを進めてまいります。 

 

次に、農林水産業の振興について申し上げます。 

米の価格については、国の需給見通しにおいて、主食用米の民間在

庫量が過去最高水準となる中、令和８年産米のＪＡ概算金は全国的に大

きく下落しております。一方で、肥料や燃油などの生産資材価格は高止

まりが続いており、米農家の経営は厳しい状況にあります。 

このため、今月１日、ＪＡグループとともに国に対し、政府備蓄米

のさらなる買戻し等による適正な価格水準の早期回復や、米の持続的な

生産が可能となる価格形成について強く求めたところです。引き続き、

ＪＡをはじめとする関係団体と連携しながら、生産者が安心して営農を

継続できるよう後押ししてまいります。 

 

令和８年産の「いちほまれ」については、今月中旬から開始する新

米の販売にあわせて、県民のみなさまに贈答用としてご利用いただく

キャンペーンを実施するとともに、私自身もあらゆる機会を通じて「い
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ちほまれ」のおいしさを発信いたします。県民のみなさまに愛され、全

国で選ばれるブランド米として、「いちほまれ」のさらなる認知度向上

を図ってまいります。 

 

次に、特定外来生物による被害防止について申し上げます。 

先月１８日に、特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」が県内で初め

て確認されました。サクラやウメなどの樹木に被害を与え、枯らしてし

まうことから、農業や観光業などに深刻な影響を及ぼすおそれがありま

す。 

これを受け、県では、先月２０日に、国、市町、関係機関と共に緊急

対策会議を開催し、発見状況や生態等について情報共有を行うととも

に、対策について協議を行いました。 

初期段階での迅速な対応が極めて重要であることから、市町や関係機

関と連携しながら分布調査や防除対策をすみやかに進め、特定外来生物

による生態系への被害を防止するとともに、県内の果樹産地や桜並木を

はじめとする美しい景観の保護に全力で取り組んでまいります。 
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次に、防災対策について申し上げます。 

県の総合防災訓練を、１１月２１日に大野市において実施します。訓

練では、車中泊避難者の健康管理への対応訓練をはじめ、観光客を想定

した避難訓練や、防災道の駅への広域応援部隊参集訓練などを実施し、

関係機関の連携強化と住民の防災意識の向上を図り、防災対策のさらな

る充実・強化に努めてまいります。 

 

次に、県内のインフラ整備について申し上げます。 

福井市から坂井市の福井都市圏では、慢性的な道路渋滞や災害時の

代替ルート確保などが課題となっております。抜本的な解決には、国道

８号の機能強化、福井市南部地域におけるスマートインターチェンジの

早期整備および福井外環状道路の計画具体化を一体的に推進することが

不可欠です。このため、７月２７日、酒井国土交通副大臣等に対し、こ

れらの事業の必要性を訴え、支援を要請してまいりました。 

また、先月４日には、４年間の工期延期が示された敦賀港鞠山南岸壁

の延伸について、一日も早い完成を改めて国に求めるとともに、足羽川

ダムの早期完成など、治水対策の強化についても要請したところです。 
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引き続き、道路交通の円滑化や災害に強いインフラ整備を着実に進め

るため、県選出国会議員、県議会、関係市町などと連携しながら、国な

どに対し強く働きかけてまいります。 

 

次に、教育について申し上げます。 

本県の県立高校の将来像を示す「ふくい県立高校魅力向上プラン」の

策定に向け、先月、県内５地域で「ふくい県立高校未来会議」を開催し

ました。中高生や教員など２７９人が参加し、「自分の将来や生き方を考

える授業がある高校」や「地域や他校、異なる分野との人とつながり、

学びを深められる高校」など、２０４０年の県立高校のあるべき姿につ

いて活発な意見交換が行われました。今後は、いただいたご意見を踏ま

え、着実にプランの策定を進めてまいります。 

 

最後に、原子力について申し上げます。 

関西電力美浜発電所および高浜発電所第１期の乾式貯蔵施設について

は、国や事業者の取組みや考え方、立地町の意見、県議会での議論等を

踏まえ、安全性の確保を最優先に、必要性や実効性等を総合的に勘案

し、先月２８日、事前了解することを判断しました。  
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その上で、長期保管や貯蔵容量拡大への懸念に対しては、搬入・搬出

計画を県と立地町に提出して確認を受けることや、例外が認められる

ケースは県と立地町の理解を得た場合に限ることなど、関西電力が示し

た方針に基づく内容を事前了解の通知文書に明記し、県として、厳格に

監視、指導していくこととしたところです。  

県としては、引き続き、使用済燃料対策ロードマップの実行状況を

適時・適切に確認し、事業者に必要な対応を求めるとともに、国に対し

て、責任を持って進捗管理を行い、事業者を厳しく指導・監督するよう

求めてまいります。  

 

立地地域の振興については、先月２７日、立地地域の将来像に関する

共創会議が開催されました。同会議においては、地域医療の充実に係る

取組みなど、工程表に明記された事業の進捗が報告されたほか、新たに

大型データセンターの誘致実現に向けた取組みが工程表に位置付けられ

るなど、一定の前進が見られたものと受け止めております。  

一方で、立地地域の将来像の実現に向けては、なお取組みを加速さ

せる必要があることから、私からは、避難道路整備のための政府一体と

なった財源の確保、北陸新幹線小浜・京都ルートの早期実現、大型デー
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タセンター誘致実現に向けた取組みの早期具体化などを求めたところで

す。  

県としては、引き続き、国や事業者に対し、事業の着実な推進と取

組みのさらなる具体化、必要な財源の十分な確保について求めてまいり

ます。 

 

以上、予算および事業を含めて申し上げました。この結果、今回の

一般会計の補正予算案の規模は、全体として４７億円、本年度予算額の

累計は５，３８５億円となります。 

その他の議案につきましては、それぞれ記載の理由に基づき提案いた

した次第であります。 

なにとぞ慎重なご審議のうえ、妥当なご決議を賜りますようお願い申

し上げます。 


